
新潟教区ボランティア・ネットワーク      第 34号 2011 年 12 月 14 日 

（ボランティア・ネットワーク登録数 87 人 ＋ 12 グループ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任神父様 ・ 信徒会長様 ・ 教区ボランティア・ネットワークの皆様 

320 個のランドセルは、4月 4日、岩手県の沿岸地域に、181 個は、10 月 25 日にアフガニスタンに向け

て旅立ちました。津波・地震で、通信網が途絶え、ガソリンや食料が届かない状況の中で、どのようにして、

ランドセルを送ることができたのでしょうか。「Facebook や Twitter で呼びかけ続けて、ネットワークのその

またネットワークを使って」、と新潟市青山教会のみどりさんは語ります。

 
 

3 月 11 日～10 月 25 日、新潟市西区・地域教育コーディネーターの記録 

 

10 月 25 日、午後 4 時半。ランドセル 181 個、アフガニスタンへ出発。 

あいにくの雨の中を、大勢の小学生と先生方に見送られて、181個のランドセルを積んだトラックが、新潟市

西区の小学校を出発しました。運転手さん、お願いします。子どもたちも、よく頑張りました。協力してくださっ

た皆様、関わってくださった皆様、ありがとうございました。これで手もとのランドセルを、すべて送りだし、   

ようやく、ほっとしました。 

新潟教区ボランティア・ネットワーク 教区本部 大瀧浩一   窓口 佐久間香子 
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はじまりは、3 月 11 日でした。 

東北の沿岸部を襲った大津波。私たちは、繰り返し放送されるその映像を前に、どうしよう、大変なことが起

こったと、うろたえるばかりでした。その後の避難所の様子を伝えるテレビのリポートに、何とかできないのか

と、いらだちさえ感じました。すぐに支援物資集めに動いた人もいれば、実際に現地にでかけた人もいる中、

自分でも何かしなくてはという思いが、日に日に強くなっていきました。 

小学生のお母さんたちと話をしても、やはり、皆さん同じように、何かしなければと思うけど、どうしたらいい

かわからないというのです。 

 

ランドセルを「希望」のシンボルにしたい･･･。 

地域教育コーディネーターとして、母親の一人として、こんなみんなの思いを、何とか形にできないかと考え

ました。そこで、小学校を卒業した子どもたちのランドセルに、いろいろなものを詰めて送ろうと提案しました。 

私は以前、ランドセルを、アフガニスタンに送ったことがあります。ランドセルは学校のイメージです。今は避

難所になっている学校ですが、いつか授業が再開され、また前の生活に戻れるという希望のシンボルにも  

なります。早速、仲間を募りましたが、なかなかうまくいきません。「今は、ランドセルより食糧でしょう」と。 

 

「もうすぐ、小学校卒業だから、わたしのランドセルを、あげたい･･･」 

再度、あちこち理解してくれそうな人に、メールで思いを伝えました。するとお一人、お子さんが小学校を卒

業する予定なので、自分のランドセルをあげたい。そして手伝いたいと言っていると返事をくれました。12 歳の

女の子の一言が、GO サインになりました。無理じゃないのという大人が多い中、何という純粋さでしょう。すぐ

に有志 5 人が集まりました。 

卒業したばかりの子どもたちが、想い出のランドセルに、避難所で読める本や、絵を描いたりできるように

文房具や、もらったらちょっとうれしくなるような小さな物、例えば、折り紙、なわとび、トランプ、髪留めやハンド

クリームなどを入れる。そして、あなたのことを思っていますという、応援メッセージも大事です。それらを基本

的なセットとして、ランドセルに入れてもらうようにお願いしました。 
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友だちを助けられたら、うれしいな。 

私たちの小学校では、3月 25日の離任式にお願いのおたよりを配布し、28日にランドセルを集めることにし

ました。その日の一番に、卒業したばかりの女の子と１年生の弟の二人が、うれしそうにスキップしながら、近

くのコミュニティーハウスにランドセルと文房具を持ってきてくれました。その笑顔が印象的でした。 

小学校では、子どもたちが、ランドセルの箱詰め作業を手伝いに来てくれました。被災した子どもたちのこと

を思いながら、ランドセルの色から、男の子か女のか、何年生かなどイメージして、中に入れるものを選んで

いきました。6 年生は、あまり新しいランドセルは恥ずかしいかもね、なんて言いながら。何か被災地のために

役に立ちたいと思っていた大人も子どもも、一緒に作業をしながら、被災した方たちとつながれたような気がし

ました。 
 

Facebook で Twitter で。受取先と運搬方法を探しました。 

実はこの時点では、どれだけ集めたらいいのか、どこかどれだけ必要としているか、どうやって届けるのか

など大事なことは、まだ決まっていませんでした。それでも、新聞に取り上げられたこともあり、一気にあちこち

から協力したいという声がかかるようになりました。 

同時にパソコンに向かって、受取先と運搬方法を、Facebookや Twitter で探し続けました。自分たちが持っ

ているネットワークのそのまたネットワークを使って、ずっと呼びかけ続けました。とにかく、被災地にランドセ

ルを送りたいということを、家族にも廻りの人に言い続けてもらいました。このやり方が功を奏して、運搬を受

け持ってくれる会社が見つかり、運転手さんが見つかり、後にシスター佐久間を通して、書き損じはがき集め

を、教会の皆様にお願いすることにもなりました。 
 

つながった！ 岩手県の NPO グループ → 教育センター → 沿岸部の小学生へ 

行き先も数もはっきりしないうちに走りだしたのですが、絶対必要になるという信念だけで動いていました。

今思うと、恐ろしいことです。 

ようやく、岩手県のＮＰＯのひとつのグループとつながりました。何度も連絡を取り合った結果、岩手県の教

育センターで荷受けし、その後、沿岸部に届けてくれるということになりました。 

先ずは残った子どもの人数を確認して数を連絡するからと言われ、はっとしました。受け取る子どもがいな

い・・・と。集まったから全部送るというわけにはいかないのです。支援というのは、受取る側の必要とするもの

を送るということが大事だと、気がつかされました。それから、約320個は用意できるかということで、私たちの

小学校の卒業生の数だけでは足りないので、すぐに、周辺の学校にも協力を求めました。 

ランドセルや文房具の寄付が、想像以上に集まりました。私も一体どこの学校で、誰が集めているのかさえ、

把握できていませんでした。 
 

４月４日、３２０個のランドセルが、岩手県花巻に出発しました。 

それでも、4月 4日には、拠点にした新潟西区の３小学校に、きちんと箱詰めにされたランドセルが準備でき

ました。と、急にすぐに送ってほしいという連絡が入り、慌ててその日のうちにトラックに積み込むことになりま

した。そのため、子どもたちが見送ることもなく、夕暮れが迫る中、ひっそりと出発しました。翌朝早く出発しな

いと、荷受所が開いている間に到着できません。まだまだ、東北への道は厳しい状況の中、岩手県花巻に向

かいました。岩手県の教育センターで荷受けをしてくださった方が、twitter で「ありがとう」とつぶやいてくれた

のを見たときは、本当にうれしく思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
陸前高田市立高田小学校から   大船渡市立大船渡小学校から     大船渡市立盛小学校から 

ランドセルのお礼の手紙が届きました。 
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さて、残ったランドセルを、どうしよう。１５０個以上あるみたい。 

実は、これで終わりではなく、岩手県にランドセルを送りだした後に、まだ多くのランドセルが、各小学校に

残されていたのです。皆さんの大事な思い出のランドセル、せっかく寄付してくださったのに、もういらないから

と簡単に捨てることはできないというのです。協力してくださった皆さんには、それぞれで処分方法を考えてく

ださいと言ってはいたのですが、「何とかしてよ」という声が大きくなり、ついに次の動きを始めることになりまし

た。みんなまとめて、アフガニスタンに送りましょう、と。 

 

アフガニスタンへ決定。たくさんの女の子が学校に行けますように。 

JOICFP（ジョイセフ）という国際協力 NGOの「想い出のランドセルギフト」という、ランドセルを回収し、アフガ

ニスタンに送るプロジェクトがあります。ここにお願いすることにしました。春の回収期間は終わっています。次

は秋です。それまでの間にしなければならないことが3 つあります。まず、送料を自分たちで集めること、次に、

送りだす日まで、保管すること、そして、決められた文房具を用意すること、です。国内輸送手段の確保、

JOICFP との連絡係、その他の交渉は私が担当することになりました。とにかく、残っているランドセルを一つ

でも多く送れるよう、がんばろうと仲間と決めたのが4 月の終わりでした。 

有志の一人が夕刊に投書したことから、取材をうけました。 
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ハードル高すぎ！ ランドセルの保管場所＋横浜までの運搬費＋海外輸送費＝？ 

各校に残っているランドセルの数を聞いてみたら、約150 個もありました。ランドセルを送るには、海外輸送

費などでひとつにつき1,800円が必要です。合わせて270,000円！ 現金なら絶対無理！ でも、輸送費につ

いては、書き損じはがき40 枚に代えることができます。それでも、いったい何枚必要なの？と、数を数えて、 

びっくり。6,000枚！  

次の問題は、横浜の倉庫までの国内運搬費用です。宅急便で送れば、とんでもない金額になります。ずう

ずうしくも、また同じ会社の方にお願いしてしまいました。本当にありがたいことでした。 

そして、ランドセルの保管場所の確保です。原則は各校で保管することだったのですが、場所がないという

学校もあり、また私たちの保管場所もカビが生えそうな場所だったので、夏が心配でした。そこに、朗報。ひと

つの小学校で、校舎内の倉庫で全部預かってくれるというので、あちこちから集めたランドセルを置かせても

らうことになりました。学校を超えた協力体制です。 
 

いよいよ、書き損じはがき。目標 ６０００枚。 

5 月連休明けから、私たちは、ランドセルに詰める文房具を集め、海外輸送費としての書き損じはがきを集

める運動を始めました。目標は、秋までに各校に残ったランドセルの数の分だけの書き損じはがきを集めるこ

とです。とにかく知り合いにお願いしまくりました。小中学校のボランティア委員会があるところは子どもたちが

はがき集めをスタート。ポスターを描いて掲示し、お願いのお手紙を書き、玄関前に立って、はがきを回収しま

した。また、ＰＴＡや、保護者有志が、地域で、職場で、公民館で、病院で、口コミでとお願いし続けました。そこ

で、新潟教区ボランティア・ネットワークで呼びかけていただくことができました。 

書き損じはがきの寄付のお願いは、学校によっては開始の時期が夏休みに直前になったところもあり、一

体どれだけ集まるのか見当もつきませんでした。子どもたちも随分頑張ってくれたけど、全部のランドセルを送

るには、まだまだ足りません。秋になったら、フリーマーケットでもする？ なんて話しながら、内心ドキドキでし

た。ある小学校のボランティア委員会では、夏休み中に先生と一緒に、手作りのポスターと回収箱を持って、

地域の病院や保育園や公民館にお願いに回ったそうです。 
 

子どもたちは、アフガニスタンのことを、ちゃんと勉強したんです。 

そんな子供たちの頑張りが「世界の恵まれない地域に小学校をつくる会」の目にとまり、チャリティーコンサ

ートの収益金の一部を寄付していただけることになりました。55 個分のランドセルの送料に当たる金額です。

これで一息つけます。 

ボランティア委員会の担当の先生の熱心さには頭が下がる思いでした。事前にJOICFP のアフガニスタン

にランドセルを送るプロジェクトの動画をちゃんと子供たちに見せて、よく理解を深めた上での活動だったそう

です。 

その学校の代表の子どもたちは、コンサートの大きな会場で行われた贈呈式でも臆することなく、大勢の観

客の前で、自分たちの思いや活動について、

ちゃんと伝えることができました。これもまた、

大事な経験となったことでしょう。 

ここでもまた、この小学校の活動が、春休

み中のランドセル集めの続きとして、新潟日

報に取り上げられ、おかげで、また、あちら

こちらから声がかかるようになりました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

中学生も協力。さすが漢字のポスターです。 

ボランティア委員会が校舎内の 

目立つところに、大きく掲示しました。 
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教会も宣伝に一役。県外からも届きました。 

町内回覧のお願いを作って回した学校もありました。それぞれができることをするということで、自主的な活

動としてお任せしていましたので、私が指示を出すことはありませんでした。どこがどういう動きをしているか、

私もすべてを把握してはいませんでした。 

私はシスター佐久間につなげてもらったおかげで、市内はもとより、県外からも、個人や教会で集めていた

だいたはがきが、毎週のように青山教会宛てに送られてきました。これには、本当に励まされました。ともすれ

ば、集まるかしらとくじけそうになる仲間にも、大丈夫、小さな力でも集まれば大きな輪になるからと言い続け

ることができました。 

 

ひたすら、数えて、６３２６枚。やった～！ 目標達成。 

9 月末、学校では前期の委員会が交替する時期ですので、その前にはがきの集計をしました。50 円はがき

40枚を一組にして、束ねていきました。中には、5円はがきもありました。トラックの運転手に、安全運転でと手

紙を書いてくれた小学生もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ランドセルの秋の回収は10

月 1 日から11月 15日までです。

トラックの運転手さんと、学校の

都合を調整し、いよいよ10 月

25 日午後 4 時に積み込み、出

発することが決まりました。 そ

れまでに、ランドセルの数を確

定し、中に文房具を詰める準備

をすると同時に、品物の到着1

週間前に、輸送料として、今ま

で集めた書き損じはがきと寄附

金を JOICFP に送ります。寄付

は運搬のトラックを貸して下さる

会社からもいただきました。 

3 つの小学校の有志が集まり、一つ一つ丁寧にランドセルにノートと鉛筆と消しゴム、クレヨンや絵の具を詰

めていきました。あちこちに少しずつ残っていたランドセルが集められ、最終的には181 個になりました。みん

なが集めたはがきは、何と全部で6326枚になりました。やった～！ 目標達成です。 
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１０月２５日。雨上がりの放課後。大人になっても、きっと、忘れない。 

そして、送り出す当日、子どもたちが集まってきて、みんなが箱を運ぶ手伝いをしてくれました。ワイワイと

盛り上がって、何とも暖かい雰囲気でした。 

先生方も玄関に集まってきて、ボランティア委員会の子どもが、先輩たちが寄付してくれたランドセルを無駄

にしないようにと、一生懸命書き損じはがき集めに取り組んだことから、アフガニスタンの子どもたちに、このラ

ンドセルを使ってもらいたいという気持ちを発表してくれました。ちょっと感動してしまいました。 

運転手さんからも、人の役に立ちたいと思っているという話があり、子どもたち手作りのくす玉が割られ、ク

ラッカーが鳴らされる中、ランドセルを積んだトラックは出発しました。教頭先生は、最後に「これで、もう本当

に終わりですよね」と念を押されました。みんな、本当に長い間、頑張りました。お疲れ様でした。新潟日報の

取材もこれで終わりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このトラックの行き先は、横浜の倉庫。そこではまた、多くのボランティアの手で、ランドセルの検品が行わ

れます。（豚皮は宗教上の理由から送れないので、モンゴルに行きます）再度、箱詰めし、コンテナ船に積み

込まれ、先ずはパキスタンの港に向かいます。そこからは、トラックに積み替え、時にはロバに乗せ、最終的

にはアフガニスタンの村々で待つ子どもたちのもとへ。多くの人の手を経て、ようやく、子どもたちの下に届き

ます。アフガニスタンでは、ランドセルを配ることで、子どもの就学に同意しなかった親たちも、日本からもらっ

たランドセルを背負って学校に通わせてやりという思いが芽生えるそうです。 

この「ランドセルを送ろう」では、保護者や子どもたちはもちろんですが、学校や地域、そして関わりをもった

多くの人の協力があったからこそ、達成できたと思います。また、みんなが、被災地のことを考えた時、心がひ

とつになった気がしました。子どもたちも、一人では小さな力ですが、みんなで協力し合うと大きな輪になること

が、実感できたと思います。 

3 月に始まったランドセルをめぐる思いは、多くの人とのつながりやいろいろな体験へと私たちを導いてくれ

ました。子どもたちにとっても、直接支援に関わった経験というのは、いつか、きっと役に立つことがあると思い

ます。 

最後に、東北の被災した方々、アフガニスタンの子どもたち、そして、皆様に明るい未来が来ますように。 

 

新潟教区の皆様、県外の教会の皆様、ご協力と応援、ありがとうございました。心から感謝申し上げます。 

 

新潟 青山教会 堂前みどり 
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